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渡邉 彩子，? 成清 一郎，? 長嶋起久雄?



















































70代女性. 巨赤芽球性貧血, 大腸がんストマ, 胃がん術
後,認知症.夫 (80歳),長女 (統合失調症),次女 (統合失調














































2012年 2月から 2013年 1月までの間に緩和ケア病棟









不良補綴物の調整 2名,動揺歯の固定 1名,充塡 1名,嚥
下評価 1名であった.
口腔衛生管理の観点から,歯科職種の介入が必要な場
合がある.しかし終末期における歯科職種の介入が,患
者や家族にどのような心理的影響を与えているかは未知
数である.例えば,極めて呼吸状態が悪く意識が無い患
者に対して,口腔ケアをする事が正しい事なのか,悩む
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